
地域の防犯啓発活動の推進

(再掲) 649 千円　

(再掲) 1,427 千円　

交通安全意識の普及

2,100 千円　

1,199 千円　

8,964 千円　

地域防災力・減災力の向上

24,393 千円　

3,780 千円　

318 千円　

2,867 千円　

避難体制の充実

新規 (再掲) 40,000 千円　

2,150 千円　

30,000 千円　

災害発生当初の混乱期において、避難所の開設を円滑に実施するた
め、避難所キーボックスの設置を拡大するとともに、遠隔操作等の機能
を一部に導入します。

校区交通安全推進協議
会補助金

新潟市交通対策協議会
補助金

地域住民、施設管理者、行政職員の3者が集まり、避難所運営に係る講
習会と避難所の現地検討会を実施することで避難所運営体制の強化
を図ります。

地域の防災活動に女性の参画が少ない現状を踏まえて、性別に関係な
く防災活動に取り組みやすい防災体制づくりを進めていくため、啓発
講座を実施します。

水防対策事業

ICTを活用した避難所
キーボックス設置事業

事業概要

防犯啓発事業

避難行動要支援者支援
制度促進事業

自主防災組織の防災訓練に対し助成金を交付し、地域における防災力
向上及び自主防災組織の機能強化を図ります。

地域防災力育成事業
（避難所）

市、警察、及び各種民間団体が相互に連携し、新潟市における交通安全
活動（街頭指導・広報、交通安全教室等）を効果的に推進することを目
的に設立された新潟市交通対策協議会の活動に対して補助を行いま
す。

主に児童の交通安全の推進を目的に小学校区単位で結成された校区
交通安全推進協議会に対する活動（街頭指導や交差点への横断旗設
置、危険個所の点検及び対策等）に対して補助を行います。

避難行動要支援者支援制度の取組を一層促進するため、地域向け講習
会等を実施するとともに、優先度が高い要支援者については、福祉専
門職等との連携により、同制度に係る個別避難計画の作成を推進しま
す。

多様な視点を活かした
防災力アップ講座

備蓄物資整備事業

地域防災力育成事業
（自主防）

事業名

発災直後における本市の想定避難者数を踏まえ、避難者が必要とする
食料や保存水等の備蓄物資を整備します。

予算額

河川管理者などの関係者との協働により、信濃川及び阿賀野川におけ
る水防訓練を実施し、水防対応能力の向上を図ります。

高齢者安全運転サポー
ト事業

民間企業等と連携した高齢運転者特有の危険発生と自己の運転能力
の変化を認識できる運転能力診断、参加型交通安全教室の実施やサポ
カー試乗などを行う体験会を実施します。

街頭防犯活動や防犯講習会を通じ、地域の犯罪情報や具体的な防犯対
策など、防犯行動をとるために役立つ情報を提供し、市民一人ひとり
の防犯意識を高めます。

区民の安心・安全対策
事業

地域ごとに異なる犯罪発生実態に対応するため、各区が必要な個別の
防犯対策（街頭防犯活動や防犯ボランティアへの支援等）を講ずること
により、安心・安全な地域づくりを実現します。

災害時に市民一人一人が適切な行動をとれるよう、さらなる地域防災力の向上に取り組むとともに、市の危機管理体制の強化にも取

り組みます。

住宅・建築物の耐震化促進や、道路・橋りょう、上水道・下水道など都市を支えるインフラ施設の長寿命化や耐震化により、災害時の機

能確保などを進めます。加えて、広域交通基盤が整備されている新潟市の拠点性を国・県との連携のもとさらに高め、有事の際の救援・

代替機能につなげていきます。
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危機管理体制の整備

5,478 千円　

(再掲) 42,841 千円　

安心・安全で快適な住まい・住環境づくり

拡充 (再掲) 85,600 千円　

(再掲) 51,938 千円　

災害・事故対策の推進

287,023 千円　

603,346 千円　

36,000 千円　

持続可能な維持管理体制の構築

5,236,608 千円　

道路施設の長寿命化の推進

492,265 千円　

2,653,644 千円　

3,070,236 千円　

災害に強い水道施設の構築

394,482 千円　

788,227 千円　

下水道施設の機能確保と計画的な改築

5,147 千円　

10,023,338 千円　

雨に強いまちづくりと耐震化・耐水化の推進

369,452 千円　

3,422,487 千円　

予算額

道路の維持補修
道路利用者の安全性・快適性を確保するために、主に交通量の多い幹
線道路において、舗装状態を把握するための路面性状調査等を実施
し、その結果に基づいた適切な補修を推進します。

施設整備事業（耐震化）

浄水場機能の信頼性と安定性を維持するため、計画的に老朽化設備の
更新を進めます。また、主要な土木構造物の耐震化・長寿命化を行い、
自然災害等による被災を最小限にとどめて早期復旧が可能となる施
設の整備を進めます。

除雪対策事業
冬期間の安心・安全な道路交通を確保するため、効率的・効果的な除雪
体制を整備するとともに、担い手確保に取り組みます。

事故発生時の影響が大きい主要な管路について、老朽度や耐震性を踏
まえて優先付けし、長期的な更新費用の平準化を図りながら、計画的
に管路の更新と耐震化を行います。

にいがた防災メールやLINEなど、11のツールにより緊急情報を発信
する「災害情報伝達一元化システム」の運用により、市民へ避難情報や
災害情報を迅速に伝えます。

情報提供などにより把握した管理不全な空家等について、現地確認や
所有者等調査、適正管理に向けた注意喚起等を行うとともに各種相談
窓口などを情報提供します。併せて、子育て世帯や県外からの移住者
の空き家取得費等への助成を拡充し、さらなる空き家活用を図るとと
もに、子育てしやすいまちと移住定住促進につなげます。

事業概要

災害に強いまちづくりを進めるため、建築物の地震対策の必要性につ
いて市民理解を深めるとともに、民間の住宅・建築物の耐震診断、耐震
改修工事等に係る費用の一部を助成します。

基幹管路更新事業（耐
震化）

災害対策センター施設
管理費

災害対策本部や、区役所など拠点施設を結ぶWEB会議システムの適
切な管理を行うことで、災害発生時における迅速な対応や、市内の的
確な状況把握につなげます。また、多様化する自然災害に対し、被害状
況の把握や避難情報の発出、被災者への支援などを迅速に行うシステ
ムの機能強化を図ります。

災害や事故を未然に防ぎ、市民の安心・安全を確保するために、平成１
９年度・２９年度に実施した防災点検において要対策と判定された箇所
の対策を実施します。

(12月補正)

(12月補正)

防災情報システム機能
強化事業

事業名

住宅・建築物耐震改修
等補助事業

道路防災対策事業

橋りょうの維持補修

橋りょうなどの道路施設の状態を把握するために、新技術等を積極的
に取り入れながら効率的な定期点検を実施します。また、市民の安全・
安心を確保するために、定期点検により補修が必要な状態を確認した
道路施設について、補修を実施し健全性を回復させることにより施設
の長寿命化を推進します。

空家等対策

浸水対策の推進 (再掲)
浸水被害の軽減に向け、気候変動の影響を踏まえ緊急度が高い地区を
優先した浸水対策施設の整備を推進します。

(12月補正)

通学路等の交通安全の
確保

地域ごとに通学路の交通安全の確保に向けた取組の基本的方針をま
とめた「通学路交通安全プログラム」に基づき、小学校の通学路におい
て、防護柵の設置や路側帯のカラー化など交通安全対策を実施しま
す。

下水道施設の機能確保

健全で持続可能な下水道サービスを提供するため、ストックマネジメン
トの実施により、不具合が発生してから対応する「事後対応」から、不具
合が発生する前に対応する「予防保全」へ転換することで、下水道施設
の機能確保を図ります。

(12月補正)
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雨に強いまちづくりと耐震化・耐水化の推進（つづき）

159,801 千円　

383,640 千円　

拠点機能の充実・強化

60,764 千円　

82,890 千円　

(再掲) 2,000 千円　

(再掲) 168,090 千円　

(再掲) 10,000 千円　

放射・環状型の道路ネットワークの強化

(再掲) 1,750,000 千円　

(再掲) 4,223,059 千円　

1,692,000 千円　

新潟空港利用活性化促
進事業

(再掲)
県や関係団体と連携し、既存路線の維持・拡充や新規路線の誘致、新潟
空港の利用促進に向けた機運醸成に取り組みます。

(2月補正)

予算額

直轄国道の整備促進
本市の拠点性を高め、多核連携型の都市構造を支える放射環状型の幹
線道路ネットワークの骨格をなす直轄国道の整備を促進します。

みなと拠点化・活性化
推進事業

新潟港の利用活性化を図るため、コンテナ貨物の輸出支援、ポートセー
ルス、港湾施設の整備促進等に取り組みます。

新潟空港整備事業費負
担金

国が行う新潟空港の滑走路改良、灯火施設等の整備費を負担すること
で、空港機能の改善、強化を図ります。

新潟空港周辺道路改善
事業

新潟空港将来ビジョンに掲げられた「アクセスしやすい空港」を目指し、
空港利用者の増加や交通需要に応じた新潟空港周辺道路の整備につ
いて検討を行います。

幹線道路の整備
地域の社会・経済活動を支えるとともに、安心・安全なまちづくりに資
する幹線道路の整備を推進します。

新潟中央環状道路の整
備

多核連携型の都市構造を支え、各地域拠点間の交流・連携軸となる新
潟中央環状道路の整備を推進します。なお、新潟中央環状道路の国道
8号から国道49号区間のうち、事業効果の高い工区の整備を優先し、
早期供用を目指します。

下水道施設の耐震化・
耐水化の推進

事業名 事業概要

(12月補正)大規模地震の被災時にも最低限の機能を確保することで、市民生活に
及ぼす影響を最小限に止めるため、下水道施設の耐震化・耐水化を推
進します。
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